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【福音主義】とは	 

福音派と福音主義	 

文化相対主義の｢ポスト‥モダン｣と言われる時代の中で、聖書の権威についての考え

方が問われている	 

「聖書は神のことばである」で十分か。霊感の教理と無誤性：聖書批評学の役割	 

聖書：「人間のことばで書かれた神のことば」	 

言語霊感：「ことば」霊感	 

無誤性："誤りなき"の意味を整理しておく必要	 

	 

【聖書釈義】とは	 

「聖書の究極の著者である神が、人間の著者を通して伝えようと意図された意味を理

解するために、忍耐強く聖書テキストに聞き続けること」	 

書かれたテキストとしての「聖書」の特徴	 

「読み出すこと」(exegesis)	 の大切さ	 

本文批評の重要性	 

autograph へのこだわり	 	 

MT-LXX-DSS	 

２Sam	 22	 //	 Ps	 18	 

安易な本文修正を避けるために	 

Linguistic	 variants の可能性②	 

「歴史的・文法的釈義」の再定義の必要性	 

	 

【聖書批評学】の位置づけが今も問題	 

	 通時論から共時論へのシフト	 

	 	 プロセスより、プロダクトに	 

「歴史的批評的アプローチ」：もはや絶対的ではない	 

五書研究	 JEDP 資料説③⑦⑧	 

"D"	 と歴代誌	 

史実性(historicity)よりも歴史記述	 (historiography)を重視	 

「申命記史家」とサムエル記の著者④	 

詩篇研究	 「ダビデの著者性」とは⑤	 

	 



	 	 史実性(historicity)よりも歴史記述 (historiography)を重視	 

歴史に対する不可知論へ	 

Reception	 history	 

最終形態	 (final	 form)	 

言語に対する機械的理解	 

著者への関心を持てない時代	 

著者問題：だれが(WHO)、いつ(WHEN)、どこで(WHERE)	 

記述の問題：いかに(HOW)、なぜ(WHY)	 

内容の理解：何が書かれているか(WHAT)	 

	 

【ポストモダンの解釈学】⑥	 

「解釈」がすべて？	 

著者の地平が無視された解釈	 

共時性・通時性・歴史性	 

通時性：not	 歴史性	 ＝「時空性」	 

intertextuality の功罪	 

Deconstruction:	 Derida's	 approach	 

	 

【イスラエルの宗教】・【釈義】・【聖書神学】	 

宗教史と「啓示」の歴史	 

宗教と宗教文書の解釈	 ⑨⑩	 

カナン宗教とウガリト文書⑪	 

豊穣儀礼	 

死者儀礼	 

祖先崇拝と太陽信仰	 

	 	 「教義」と「釈義」の間：creatio	 ex	 nihilo	 の場合⑯	 

「無からの創造」か、「混沌から秩序へ」か	 

「混沌伝承」を巡る論争⑰	 

創世記 1:2	 	 tohu	 wabohu の意味⑮㉛	 

詩篇 74 の「ドラゴン伝承」	 

	 	 「聖書神学」と釈義⑭	 

旧約と新約の関係	 	 [例]	 ハバクク書 2 章 4 節の釈義⑫⑬	 

	 



【考古学と聖書】:	 「聖書の世界としての古代オリエント」⑱⑲	 

contextual アプローチ	 

言語内コンテキスト	 

言語外コンテキスト	 

comparative アプローチ	 

類似性：セム語、オリエント文化共通の特徴	 

contrastive アプローチ	 

相違点：啓示による特別な意味づけ、ことばの意味	 

	 

「テキストそのものから離れない」ために	 

散文と詩文（韻文）	 

literary	 study,	 poetics,	 "style	 and	 grammar"	 

brachylogy	 &	 idiom⑳④	 

word	 pair：hyponymous	 

修辞的挿入(literary	 insertion)㉑	 

並行法(parallelism)の文法㉒㉓	 

Vertical	 grammar㉔	 

Janus	 parallelism㉕	 

｢談話文法｣	 (discourse	 grammar):	 supra-sentential	 

Tense	 and	 aspect㉖㉗	 

話者志向的助辞	 (particles):	 ki,	 al-ken㉘	 

Semitic	 thinking	 and	 expression	 

Non	 IE	 language	 

聖書テキストの｢聴覚性｣	 (aurality)	 

aural	 text	 

Phonetic	 spelling：文字と音の関係㉙	 

Sandhi	 (連声)㉚	 

misspelling	 (誤記)	 

	 	 	 テキストにどこまでも忍耐深く「聞き続ける」こと㉜	 

一次資料(primary	 sources)を読む力を養い続けること.	 

正しい「批評的思考力」（Critical	 thinking）を培うこと	 

	 

【釈義と聖書翻訳】	 

次世代の担い手の「読む力」を養成：聖書翻訳は 100 年計画	 
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